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 要 旨 
序論と背景： 
スペインでは、多くの人々がコカイン使用の結果、副作用や臨床的合併症で毎日救急診

療部に来院する。退院後、一部の人々は 1 年以内に同じ理由で再来院する。本研究の目的

は再来院の割合を定量化し、これらと関連する要因を同定することである。 
方法： 
対照群を伴わない後ろ向きでの多施設コホート追跡研究で、2009 年の 1 月から 12 月の

12 か月間、スペインの病院 6 施設の救急診療部で行われた。対象者はコカイン関連兆候で

来院したすべての救急診療部の患者の中で最近のコカイン使用を報告した者、および自己

申告でコカイン使用を報告しなかったが尿よりコカインの陽性反応を認めた者である。各

病院の救急診療部で 12 の独立変数を評価した（性、年齢、摂取場所、月、日、摂取時間、

救急診療部に来院時の状態、退院時診断、薬物使用およびアルコール使用に関連する救急

診療部への来院歴）。従属変数は薬物使用に関連した症状での救急診療部への再来院で、電

子化された病院入院システムを使用して同定された。 
結果： 

807 名中、再来院の割合は 30 日以内で 6.7％、3 カ月以内で 11.9％、1 年以内で 18.9％
であった。再来院と有意に関連した変数は、コカインに関連する臨床所見の存在 (p<0.05)、
就業日に来院 (p<0.05)、薬物関連での救急診療部への来院歴 (p<0.001)、アルコール関連

での救急診療部への来院歴 (p<0.001)、精神科医の評価を必要とする緊急事態の有無

(p<0.001)であり、最後の 4 変数のみが多変量解析にて独立した予測変数であった。再来院

のリスクをこれらの変数からスコア化して導き (MARRIED-score、範囲：0～400)、これ

が再来院を予測することに有用であることを確認した (ROC=0.75、95％CI: 0.71-0.79)。 

 




